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景観ワークショップ資料
　全６回のワークショップには延べ１５０人の参加がありました。湖畔地区（湊～下浜）、

中心市街地、今井・長地方面の山麓のウォーキングを行い、また、宅地での建築協定の

内容検討、市内の景観ゾーニングなどの提案も行い、マニュアルの活用方法など今後の

景観形成に対する多角的な提案がされました。

　ワークショップでのまとめ、アンケート内容などをワークショップ通信として発行し

たものを以下に掲載します。

住まい街並み形成マニュアル

景色と建物の高さ

旧道から見た諏訪湖方面
公園が盛土となっていて
諏訪湖は見えない

２件分上がった所から
見た諏訪湖

同じ所から南部中学校を見る
諏訪湖は見えない

鎌倉街道から諏訪湖を見る
南部中学校は気にならない

　湊は平地が少なく西側は山になっています。このため半日村と呼ばれてはいま
すが、ちょっと登れば諏訪湖が一望できるところでもあります。
　地域に密着した景色ですが、4階建ての南部中学校で随分と変わります。鎌倉
街道まで上がると4階建ての建物も気になりませんが、住宅がある辺りからは諏
訪湖が見えなくなってしまいます。

神社などの広場

山際の住宅
旧道 平坦地の住宅 岡谷茅野線

湖畔公園 諏訪湖

4階建ての建物

この位置からだと一目瞭然。
建物で諏訪湖の見え方が変わります。

景観ワークショップ通信第１号　付録
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スカイラインを隠す

周辺の民家に、威圧感が生じる

スカイラインを隠す

道からセットバックして植栽する
歩行者に緑の景観を見せる

中心市街地にもこんな民家がある
100年以上前の大棟造り（本棟造り）の民家
（保存して維持していくのに大きな費用がかかる 。
　市で支援することができないか 。）

狭い小路のわずかな空間に
植栽をする。
或いは建物に蔦を這わせる。

小路

アパート
建物前面が砂利敷きの
駐車場だけで殺風景

アパート

マンション

住宅

住まい街並み形成マニュアル策定事業

２００７．９．２５

景観ワークショップ通信

第２号

景観ワークショップ通信

第２号

　去る８月１９日に約３０名の参加で 、岡谷市の中心市街地についてのワークショップ（第２回）を実施しました 。

　猛暑の中、大変ご苦労様でした。

　民間マンションの建設などで 、環境が激変している中心地 、普段あまり訪れる事のない 、幹線道路から一歩入った小路での思わぬ発見などについて 、

各班から様々な意見が発表されました 。

　景観ワークショップ通信では 、その内容を皆さんにお知らせします 。

　（下図は発表内容の一部です 。）

　各班のタウンウォッチングのまとめは 、別紙のとおりですのでご覧ください 。

景観ワークショップ通信
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◎眺望としては、諏訪湖、富士山を望めるポイントが多数ある。こ

の眺望を守るためにもマンション等の高さ規制は必要なのではな

いか。 

◎市の分譲地は立地条件、購入者の経済状況などの理由から敷地面

積が狭くなる。世代間の交流等を考慮して、区画面積を拡大し、コ

ーポラティブハウスの提案があってもおもしろいのではないか。 

 

【マメ知識】コーポラティブハウス：入居希望者が集まり組合を結成し、その組合が事業主となって、

土地取得から設計者や建設業者の手配まで、建設行為の全てを行う集合住宅のことです。通常の分譲マ

ンションとは違い、入居者それぞれの要望に応じた間取りや配置が可能ですが、その調整に専門家の知

識が必要であったり、何回もの話し合いを行ったりと膨大な労力がかかります。現在ではビジネスとし

て成立できるシステムも確立されてきているので、一般的になってきました。 

 

2 班 

諏訪湖からの景観 

・高層建築物の建設が非常に目立つようになり、諏訪湖からのアイ

ラインでの眺望に違和感がある。幹線沿いの看板とあわせた高さ、

色彩の規制、マンション敷地の緑化が必要である。 

【写真は下諏訪町岡谷下諏訪線 2006 年撮影】 

・湖畔公園は現在でも良好な景観を保持している。継続的な整備が

望まれる。 

・花岡公園は立地条件から、歩いて行ける箇所にあり、この公園を

核とした散策路が出来れば面白い。公園の整備も必要である。 

 

長地方面 

・出早公園付近の里山風景は、岡谷市の景観の象徴でもある。 

・横河川沿いの桜並木の親水的な保存と合わせて公園付近の散策路

の整備が必要である。 

 

 

 

 

旧市街地 

・駅周辺の整備については歴史的背景を理解して行うことが重要で

ある。中央通りにしても駅の位置にしてもバックボーンがあり、歴

史的な経過の整理が必要である。 

・市街地の駐車場は周辺をブロック塀などで囲んでいるのでの圧迫

感がある。区画の取り方、緑の配置を検討するべき。 

 

 

 

Ｓ＝１：６００

Ｓ=１：７００

S=１：２５０

駐車場周辺を緑化する。
道路幅員は５ｍとする。

駐車場の床面は浸透性のある
素材を使用する。コンクリー
ト板の隙間に芝生を植えるな
ど緑化に配慮する。

日照確保のため北側隣地境界
線から建物の壁面は２ｍ離す
。

道路角地は眺望が効く
よう隅切り広場として
造成し地域のコミュニ
ケーションの場として
活用する。

緑化ブロック等を使用し圧迫
感を緩和する。

Ｒ型になっている角地は住民
参加型の公園を設置。植栽、
遊具なども住民が選び管理も
行う。バーベキューなどの実
施により地域のコミュニティ
を図る。

道路境界線から建物の壁面は
１階部分で1.5ｍ、2階部分で
2m離す。

Ｓ＝１：２５０

市の分譲の3区画を2区画として大きな敷地として
計画した。
段差のある敷地であり、コンクリート擁壁は
圧迫感があるため自然石積みとする 。
建物の色彩は山麓地であることに配慮し基本的に
はアースカラーとする。彩度は４～５とする。
道路沿いの緑化に努め、路地脇にオープンガーデ
ンの設置も検討する。

第4回景観ワークショップ　高尾団地検討グループ提案

４ｍの道路を６mとする。行き
止まりとして子供の遊び場に
する。

２ｍ幅の路地をつくり住民の
コミュニケーション広場とし
ても利用する。

地区住民が集える祠、道祖神
などを配置する。

配置を千鳥にずらして日照、
眺望の確保を行う。 2区画を1区画として、2世帯住

宅での利用を可能にする。で
きれば平屋建てにする。

市の分譲形状を変更し、幅広い年齢層が居住できる
よう敷地の大きさに多様性を持たせた 。
道路を通り抜けできないようにし、復員を広くし広
場として使えるようにした。地区住民が集える拠点
として祠などの設置を行う。

※協定内容
◎沿道緑化は敷地面積２～３％とする 。
◎塀は透過性のあるもの（フェンスなど）を使い 、
　閉鎖的なもの（ブロック塀）は避ける 。
◎建物の壁面後退は１ｍとする。
◎建物の色は赤、青などの原色は避ける。
◎各敷地に大きく成長する樹木を設置する 。

平屋

平屋

2階建 2階建

2階建

2階建

2階建

第4回景観ワークショップ　レイクタウン検討グループ提案
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ワークショップ提案その１

高層ビルの屋根形状を三角屋根にしたほう
が周辺と調和する、と提案がありました。
市内のマンションの屋根形状を現状から三
角屋根にシミュレーションしてみました。
屋根の分だけ建物は高くなりましたが、風
景との調和は良くなりました。

ワークショップ提案その２

市内の高層ビルに対して高さ制限が必要、
という意見が多く出されましたが、具体的
にどのくらいの高さとすれば良いか。
考え方のひとつとして、諏訪湖から山を見
て、その視線を遮らないようにするという
提案がありました。
建築基準法で道路からの高さを制限する「道
路斜線」がありますが、これは「諏訪湖斜
線」ということです。

※同様の考え方で京都市では市内の建物の
高さを制限制限しています。
視点場を定めそこから大文字焼きが見通せ
るよう眺望空間保全のための標高による高
さ規制ラインを定めています。

ワークショップ通信付録

高さ制限により
建築不可の部分
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